
















 研究対象地は宮城県三陸海岸周辺の森林とした。2020 年 6 月 4 日、9 月 22 日、10 月
6 日に現地調査を実施し、対象地域の現状の調査とトレーニングデータおよび検証デ
ータ収集を行った。リモートセンシング画像の解析は、中分解能衛星である Sentinel-






Sentinel-2 衛星データによる画像分類を行った結果、2 月と 4 月の画像を使い、














 Sentinel-2 衛星画像を用いた分類では、2 月と 4 月の画像を使い、SVM を用いた時に
全体精度 89.8%で分類することができた。また、一時期のみのデータを用いた場合でも、
全体精度 89.8%で分類することができた。さらに、タブノキやタケの抽出において、中
間赤外バンドの重要性が示唆された。 
本研究では、対象地域におけるタブノキとタケの分布のマッピングを行った。本研
究で作成された分類画像は、タブノキの保全とタケの管理において有用となることが
期待される。 
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